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対象者の条件に合致する者を募集し、がん遺族会から 4 名、機縁法により 6 名の協力が得られた。
















A 60歳代 女性 母親 96 老衰 1年4ヵ月 別居・近距離 2年 有
B 60歳代 女性 父親 86 老衰 9ヵ月 別居・遠距離 - 有
C 50歳代 男性 父親 77 癌 8ヵ月 別居・遠距離 - 有
D 40歳代 女性 父親 72 癌 9ヵ月 別居・近距離 1年 有
E 50歳代 男性 父親 83 心疾患 10ヵ月 別居・遠距離 - 有
F 60歳代 男性 父親 92 肺炎 1年1ヵ月 別居・遠距離 - 無
G 40歳代 女性 父親 78 肺気腫 1年4ヵ月 別居・遠距離 - 有
H 50歳代 女性 父親 88 敗血症 1年10ヵ月 別居・近距離 - 有
I 40歳代 女性 母親 75 老衰 2ヵ月 別居・近距離 - 有
J 60歳代 女性 母親 90
呼吸器
不全




































生成された概念は 30 概念で、うち 28 概念から 9 カテゴリーが生成され、残りの 2 概念は、カ
テゴリーと同等の説明力を持つものであった。さらにそこから4つのコアカテゴリーが生成された。
カテゴリーと概念の詳細は、Table 2 に示した通りである。 
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